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対称性より ≧ で考えると 1)cos(cos0 ≦≦    
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における )(f の増減を調べる。 
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ここで、 0122 2  tt を解くと、
2

31
t  




2
より 0cos1   であるから 

2

31
cos


   

2

31
cos


 を満たす を とおくと 
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  )(f の増減は左の通りで、   のとき極大。 
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であるから、 )(),(  gf のグラフの概形は下の通り。 
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